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はじめに

　保育士養成課程におけるピアノ弾き歌い指導につい
て，ピアノ経験者，未経験者への指導は，個人の技術
レベルに合わせた個別指導が最善の方法であると確信
していた。
　しかし，保育士養成校における授業90分間に個人指
導となると，学生ひとりにつき，15分の指導を考える
と，教員一人につき，６～７人の指導が限界となり，
指導者の増員が必要となる。
　個人指導において，ピアノ経験者は，幼少時より習
得した音楽基礎力，読譜力，ピアノ演奏テクニックを
有しており，授業課題を難なくこなし，進度の早い者
は，高度なテクニックを要する楽曲へと課題を進め
る。
　しかし，ピアノ未経験者に対する限られた個人指導
の時間では，音楽基礎力，読譜力，テクニックの習得

は非常に困難であり，弾き歌い課題曲，ピアノ教則本
によるピアノ基礎力及び応用力の習得に要する時間は
膨大となる。
　ピアノ未経験者の大半は，読譜力が習得できてい
ないため，初めて目にするタイトルの楽譜は「これ
はどのような曲ですか？」と読譜をすることもなく，
Webより，YouTube動画等に頼った独習となってい
る。中には，ピアノができない理由から，保育士資
格，幼稚園教諭免許取得を諦めてしまう学生も少なく
ない。
　そこで，ピアノ未経験者が過半数を占める状況にお
いて，共同学習を取り入れたピアノ指導が有効である
研究結果が数多く報告されている。坂本（2013）は，
共同学習を取り入れたピアノ実技指導の学習効果につ
いて，相互に聴き合いをする活動は，情意面を喚起す
る効果が高い。学習者相互に聴き合うことで意欲が高
まり，自律的な学習が促進された。学習者相互に批評
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することで，演奏技能向上に役立つ情報が交換され
た。他の学習者の努力が見えることで学習意欲が持続
され，共同学習が有効であり，演奏技能の向上に結び
ついたと述べている。共同学習における，音楽基礎
力，読譜力，ピアノ演奏テクニックを限られた時間の
中で習得するための指導法の確立及び，経験者，未経
験者に関わらず，音楽基礎力，読譜力，応用力の習得
できるピアノ弾き歌い教材が必要であると筆者は教材
開発の着手に至った。
　ピアノ弾き歌い教材開発については，主にコード
ネームを使用した単旋律一段楽譜を教材として作成を
行う。
　保育，教育現場における歌唱指導のためのピアノ伴
奏法は大きく分けて二通りある。一つ目は，原曲の伴
奏法。これは，楽曲そのもののイメージや曲想，作曲
者の伝えたいメッセージがあるため，子どもたちに
予め曲を聴かせる場合や，仕上げをする段階では，こ
の伴奏法に勝るものはない。二つ目は，簡易伴奏であ
る。畠澤（2015）は，子どもたちがメロディーを覚え
る際には，メロディーをわかりやすく伝えるために，
簡潔な伴奏を用い，子どもたちの独自の自由な発想を
引き出すこともあるだろうと述べている。
　昨今，ピアノ弾き歌いについては，左手の伴奏を
コード奏することで，初心者でも弾き歌いができるよ
うになる研究報告が多くなされている。平井（2016）
は，コードネームによる簡易伴奏によるピアノ弾き歌
いは，学生自身も余裕をもって演奏することが可能で
あるため，教育現場においても，子どもたちの観察や
評価をしながらの演奏が可能であると述べている。ま
た，井口（2018）は，即興的なコードネームによる簡
易伴奏をした方が，幼児の動きなどのその時々の状況
に応じることができるため，役立つことが多いと述べ
ている。
　保育教育現場における歌唱指導のためのピアノ弾き
歌いは，高度な演奏テクニックを要する伴奏楽譜を使
用するよりも，コード楽譜を使用した簡易伴奏で，表
現豊かに大きな声で伸びやかに，かつ旋律の正しいリ
ズム，音程，歌詞を楽譜から読み取り表現することが
歌唱指導には必要である。
　限られた学習時間の中でピアノ未経験者でもピアノ
弾き歌いに必要な読譜力及び簡易伴奏法を習得するた
めの保育士，教員養成に適した教材開発が必要である
と筆者は本研究に至った。

Ⅰ．目的

　本研究は，保育士，幼稚園教諭を目指す学生が採用
試験において，ピアノで旋律，伴奏を演奏し，明るく
元気かつ，豊かな声量で表現豊かに歌唱できるように
するための教材開発及び共同学習の指導法の確立を目
的とする。
　ピアノ未経験者が過半数を占めるグループレッスン
において，楽譜を読むことが苦手な学生やピアノに多
大なる抵抗感を抱く学生，また，音楽経験，ピアノ経
験の有無に関わらず，学習意欲の湧く，教材の開発を
目的とし，保育・教育実習及び，採用試験に求められ
るピアノ弾き歌いテクニック，表現力，読譜力とその
応用力定着に向けた効率的かつ効果的な指導内容と指
導法の確立が望まれる。また，その指導に基づいた音
楽理論と読譜スキルの定着がピアノ学習に及ぼす影響
と効果を検証し，その有効性を明らかにする。
　保育，教育現場において，演奏者自身が音楽を楽し
むことができなければ，子どもたちに音楽の楽しさ，
喜び，素晴らしさを伝えることは困難である。ピアノ
に対する嫌悪感，苦手意識の軽減を図り，一人でも多
くの学生が音楽を楽しみ，表現することの素晴らしさ
を体感できることを教材開発研究の軸としたい。

Ⅱ．方法

期　間：2019年４月４日～７月18日
時　間：週１コマ×15回（各90分）
場　所：Ｋ大学　芸術センター音楽室
設　備：グランドピアノ，電子ピアノ27台
　　　　五線付きホワイトボード，プロジェクター
対　象：保育士資格取得希望１年生76名
科　目：器楽演習Ⅰ（共同学習18～22名クラス）
クラス： 経験，未経験学生を事前調査により均等に分布
　　　　 ピアノ経験者，未経験者数が均等になるよう

１クラス18～22名の共同学習としてのグループ
レッスン（図１）。本学ではMLシステム１）は
未導入。電子ピアノは学生ひとりに付き１台。

教　材： ハ長調を中心としたコードネーム記載の旋律
楽譜を教材として作成及び冊子２）として配布。

調査方法
　授業15回終了後に手順２～８の質問紙調査からデー
タ収集，分析を行い，使用教材が有効かつ効果的であ
るか検証を行う。
手順１：ピアノ経験に関する事前実態調査
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手順２：音楽理論と読譜スキルの理解度に関する調査
手順３： 音楽理論科目定期試験結果にみる問題正答率 

音楽理論科目と連携することでソルフェー
ジュ，発声，歌唱指導の効率化を図った。

手順４：予習復習時間に関する調査
手順５：コード楽譜における演奏に関する調査
手順６：模擬保育（共同学習）に関する調査
手順７：学習内容に関する調査
手順８： 授業15回を終えたピアノ学習に関する調査
手順９： 個人レッスンからグループレッスンの変遷と

単位取得率推移

グループレッスン風景（図１）

Ⅲ．質問紙調査内容と結果

１．�ピアノ学習経験に関する事前調査：有効回答数76

　ピアノ学習経験の有無について，未経験と回答した
のは67.1％と過半数以上の学生が未経験者である。
　経験ありと回答した学生32.8％の経験年数の分布は
１年未満８％，１～２年12％，３～５年８％，６～７
年24％，８～９年12％，10年以上36％，全体の26.3％
の学生が５年以上のピアノ学習経験を有しており，個
人差はあるが，ピアノ学習については５～６年以上の
学習経験があれば，基本的な読譜力の素養はあると考
えることができ，ピアノ学習に苦労することはないと
考えられる。
　これらの学生にとって，本研究教材は容易に感じら
れることも想定されるが，ピアノ経験者においても，
弾き歌いテクニックは，これまでのピアノ学習とは
違った練習が必要になるため未経験者と同様の質問紙
調査を実施する。
　ピアノ（鍵盤楽器）の所持率については，51.3％と半
数の家庭または，下宿先にピアノを練習できる環境が
ある。ピアノ学習を行う上で鍵盤楽器は必需品であり，
保育者を目指す学生にとっては恵まれた環境である。
　読譜力に関する調査では，拍子，リズム，階名等の

素養があると回答したのは56.6％であり，ピアノ未経
験者の割合から考えると，これまでの学校生活におい
て，吹奏楽部等の音楽系部活動，地域の合唱団に所属
していた等の理由により，楽譜に馴染みのある学生が
半数以上であることが分かった。
　保育士資格，幼稚園教諭免許を取得するにあたり，
ピアノ学習への不安があると回答したのは43.4％，ピ
アノ未経験者の割合と比較すると，ピアノ学習への不
安よりも期待度が高いことが推測される。
　その他，自由記述回答に，習っていたけど不安，楽
譜が読めるようになるか心配，手が小さいのでオク
ターブが届かない，楽譜は読めるがピアノは弾いたこ
とがありません，楽譜を読むことが苦手，ヘ音記号を
読むのが苦手，読譜にとても時間を要する，両手で演
奏できるようになるのか，ピアノ経験が全くなく不
安，どんな練習をしたら弾けるようになるか，これま
でピアノを習ってきたが両手で弾くことができない，
弾けるように頑張りたい等，指導上配慮を要する内容
も見受けられる。

２．�音楽理論と読譜スキルの理解度に関する調査：有

効回答数70（複数回答可）

　音楽理論科目と連携を図り，ピアノ学習に必要な読
譜スキルの学習時間に設けたため学習の効率化が図れ
た。
　ピアノ学習時間に課題曲の読譜に必要な音楽記号，
音楽用語，リズム学習ができるよう楽典ワークシート

（図４）を実施し，読譜スキルの定着化を図った結果
は表１の通り。

音楽理論と読譜スキルの理解度に関する調査結果（表１）
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３．音楽理論科目定期試験結果からみる問題正答率

　音楽理論科目16回目に実施した定期試験結果から音
楽理論に関する各設問の正答率を表２にまとめた。
　楽典ワークシートで毎時間学習していた，内容につ
いては高い正答率であり，設問10に関しては正答率
100％であり，コードネームについて理解できた。

音楽理論科目の定期試験結果正答率（表２）

４．予習復習時間に関する調査：有効回答数70

　自宅または学内施設における１週間のピアノ予習，
復習時間について回答数が多かったものは，週１日，
30～60分の練習時間を確保していると回答。
　週２日22.9％，週３～４日24.3％，週５～６日2.9％，
毎日練習している7.1％，全く練習をしない11.4％で
あった。
　ピアノ未経験者数が過半数を超える現状，理想の予
習，復習時間は１週間に最低でも90分以上（30分×３
日）を望むところだが，週１日30分程度の練習では，
読譜力及びピアノテクニックの定着は厳しいと考えら
れる。髙﨑（2018）は，ピアノ予習復習時間の研究調
査結果から，学内ピアノ独習室を利用しない学生の理
由に，授業の空き時間がない10.9％，部活動やアルバ
イトで利用する時間がない17.1％，練習しなくてもバ
イエル程度の楽譜は演奏ができる6.2％，その他1.5％，
35.7％が学内施設を利用しないと回答している。自宅
または下宿先にピアノがあり利用している39％，独習
室以外の学内のピアノのある場所を利用25％，64％の
学生は，予習，復習をしていることが窺える。

５．コード楽譜における演奏に関する調査

　「コード（Ｃ，Ｆ，Ｇ7）を使用した楽譜を見て演奏
ができますか」について表３の回答結果が得られた。

コード楽譜における演奏に関する調査結果（表３）

　コード譜を見て，ピアノ弾き歌いができる，できる
が間違えると回答したのは96％の学生が15回の授業を
経て，コード楽譜で演奏できると回答している。
　できないと回答したのは０％と学習者全員がコード
楽譜を見てピアノを弾くことが可能であるということ
がわかる。

６．�模擬保育（共同学習）に関する調査：有効回答数

70

　毎時間，課題曲をピアノ演奏する学生を先生役，ピ
アノ演奏に合わせて歌う学生を子ども役として模擬保
育を実施する。
　模擬保育を行うことで坂本（2013）の共同学習の効
果が期待できる。相互にピアノ演奏を聴き合ったり，
他の学習者の努力が見えたり，演奏後に拍手などで褒
め称えあったりすることは，学習意欲の持続と向上が
期待される。何よりピアノは人前で演奏することに慣
れなければ，実際の保育教育現場で子どもたちの前で
ピアノを演奏することは困難である。
　模擬保育は，誰もが最初は極度の緊張感を味わう
が，模擬保育を通して，それらの抵抗感の軽減を図
る。
　調査結果（表４）から，人前での演奏は難しいと回
答した学生が多く見られる一方，共同学習による効果
が現れている回答も見受けられる。

模擬保育（共同学習）に関する調査結果（表４）

７．�学習内容に関する調査：有効回答数70（複数回

答可）

　ピアノ学習について，学習目標，学習計画，学習
量，授業内容構成，教材精度に関する質問項目につい
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て「そう思う」と回答が得られた結果を表５にまとめ
た。
　学習目標，授業内容構成，教材の精度については高
い回答率だが，学習計画，学習量について，授業回数
前半に発声や音楽理論の学習に時間を大幅に費やした
ため，授業回数後半の計画，学習量に遅れが出たこと
が原因と考えられる。

学習内容に関する調査結果（表５）

８．�授業15回を終えたピアノ学習に関する調査：有

効回答数70

　ピアノ学習について，88.8％の学生が前向きな回答
をしていることがわかる。ピアノ経験に関する事前調
査結果から，ピアノ学習への不安があると回答した学
生は，43.4％であったが，不安は取り除けた結果であ
ると考えることができる。

授業15回を終えた意見に関する調査結果（表６）

　自由記述には，未経験者でもわかりやすい指導のた
めピアノが弾けるようになった，自主学習の大切さを
学んだ，ピアノを弾く楽しさが学べた，ピアノ弾き歌
いは初めての事で難しいと感じたが段階を踏んで練習
することで出来るようになった，正しい練習方法を習
得することでできるようになることがわかった，ピア
ノを弾きながら歌うことは，とても難しいし，人前だ
と更に緊張しましたが皆の前で弾き歌いをすることで
将来の自分の姿が少し見えたような気がして良かっ
た，とても楽しく勉強できた等，教材の有効性，共同
学習の効果が感じられる回答が得られた。

９．個人レッスンとグループレッスンの比較

　個人の実技レベルに合わせたマンツーマンの個人
レッスンを主とした指導は，学生一人ひとりを丁寧に

指導するという観点から非常に有効な手段であるが，
学生数に合わせたピアノ指導教員が必要となる。
　しかし，限られたピアノ指導教員で個人レッスンを
主とした授業を実施する場合は，90分授業にひとり15
分の個人指導を実施する場合，６～７人の指導が限界
となる。これまで，本学でも個人指導を主とした，教
員１人につき８人のマンツーマン指導を行ってきた。
　ピアノ経験者が多い場合は，10～15分の指導におい
ても学習効果が得られるが，未経験者が多い場合は，
楽譜の読み方，指使い，練習方法等，指導内容が多い
ため，１週間に15分程度の個人指導ではピアノ学習は
困難である。また，レッスン以外の待ち時間は，電子
ピアノでヘッドフォンを使用した練習時間となる。予
習，復習を行っている学生には有効な時間ではある
が，ピアノ未経験者で基本的な読譜力が身に付いてい
ない学生にとっては，有効な時間とはならない。
　昨今，ピアノ未経験者が過半数を占める現状におい
て，個人指導を主とした15回の授業では，保育士養成
に必要なピアノ基礎技術，弾き歌い技術の習得は非常
に困難である。
　未経験者の個人指導において，保育実習，幼稚園教
育実習，また保育士，教員採用試験に必要なピアノ演
奏レベルに到達させるために課する演奏技術を器楽演
習Ⅰ，Ⅱ（ピアノ演習科目）の単位認定条件とする場
合，単位取得率が著しく低下する。単位不認定が原因
で保育士資格，幼稚園教諭免許取得を諦めてしまう学
生も少なくない。
　本学の保育実習および幼稚園教育実習の参加内規に
器楽演習Ⅰ及びⅡの単位を修得済みでなければ，実習
に参加できないことが明文化されている。
　ピアノ未経験者の多くは，読譜に躓き，楽譜が読め
ないために，練習が捗らない状況にあるため，これま
でのピアノ個人指導の概念を覆し，ピアノを練習する
ための読譜力を育成する共同学習が有効であり，効果
があることが本研究から明らかとなった。
　これらを鑑み，保育士養成には共同学習を取り入れ
たグループレッスンが有効であり，効果的であること
が，個人レッスンからグループレッスンの変遷と単位
取得率推移（表７）からも明らかである。
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個人レッスンからグループレッスンの変遷と単位取得
率推移（表７）

　個人レッスンを実施していた2016年度までは，教材
に標準バイエルピアノ教則本３），こどものうた100４）

を使用。
　個人レッスンにおける課題内容は以下の通り。
　器楽演習Ⅰ課題内容については，バイエル教則本
No.8，10，15，18，21，31，45，46，55，104， 試 験
課題曲No.59，60，65，66，72，計15曲，こどものう
た100については，ちょうちょう，チューリップ，こ
おろぎ，ぶんぶんぶん，あめふりくまのこ，たなばた
さま，かたつむり，おつかいありさん，あくしゅでこ
んにちは，みずあそび，試験課題曲については，お花
がわらった，山の音楽家，まつぼっくり，とんぼのめ
がね，ゆき，計15曲，合計30曲の課題曲を課してい
た。
　ピアノ実技試験については第８回目に中間試験とし
て，課題曲より各１曲選択，第16回目に期末試験とし
て，課題曲より各１曲を抽選で演奏する。
　器楽演習Ⅱ課題内容については，バイエルピアノ教
則本No.77，80，81，85，88，92，93，94，97，104，
試験課題曲No.78，91，98，100，102，こどものうた
100については，めだかのがっこう，ぞうさん，ふし
ぎなポケット，てをたたきましょう，やぎさんゆうび
ん，おかえりのうた，かわいいかくれんぼ，とんでっ
たバナナ，はたけのポルカ，いぬのおまわりさん，試
験課題曲については，思い出のアルバム，あわてんぼ
うのサンタクロース，さんぽ，いちねんせいになった
ら，計15曲。合計30曲の課題曲を課していた。
　ピアノ未経験者がこれらの課題を習得するために
は，15分の個人指導では，予習復習の負担が大きく，
ピアノ学習への意欲と時間が必要である。

Ⅳ．開発教材の概要

　環太平洋大学学内特別研究により髙﨑（2017）は，
保育士養成のためのピアノ弾き歌い教材開発研究に着
手。
　本教材は，限られた時間の中で，保育者として必要
なピアノ基礎力，読譜力，視唱力，演奏テクニック，
ピアノ弾き歌い技術を効率よく習得するための器楽演
習Ⅰ，Ⅱ，授業配布テキストとして2018年３月，第１
刷発行。ピアノ学習に不安や抵抗感を抱く学生，音楽
経験，ピアノ経験の有無に関わりなく，ピアノ学習が
楽しく，意欲的に行える教材開発を目指した。
　本書掲載の楽曲は全て楽譜作成ソフトFinaleを使用
し，選曲には，保育園，幼稚園実習等で活用できる子
どもの歌を中心とした，見やすい楽譜サイズで制作。
楽譜については，標準バイエルピアノ教則本を基準と
して，五線を120％～180％拡大して制作することで読
譜によるストレスの軽減を図る。
　主にハ長調，ヘ長調，ト長調の主要三和音を転回形
でスムーズな伴奏が可能，コード伴奏表を付録してい
るため，調性が変っても同じ転回和音のコードを使用
するため，コード伴奏の習得がスムーズ。
　器楽演習Ⅰ（15回）において課題曲20曲，器楽演習
Ⅱ（15回）において課題曲30曲を到達目標に設定する
ため１年間で保育実習，幼稚園教育実習での活用が可
能となる。
　各課題曲に楽譜に記された，音楽記号，リズム，音
楽用語，コードが学習，理解できる楽典ワークシート
を掲載。コード伴奏の徹底と楽典ワークシート学習の
繰り返し学習で読譜力の習得を目標としている。
　ピアノ弾き歌いレパーリー・スタンプ評価シートを
活用することで，学習進捗状況，評価及び点数が一目
でわかり，模擬保育発表を行うことで共同学習の効果
が期待される。

Ⅴ．教材内容

１．表紙デザイン

　保育士，幼稚園教諭を目指す学生が馴染みやすい表
紙デザインを採用。
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教材表紙デザイン（図２）

２．ピアノ弾き歌いレパートリー・スタンプ評価シート

　掲載曲全曲をスタンプシートとして模擬保育を行
い，先生役になって弾き歌いができれば合格スタンプ
押印。また，演奏レベルに応じてABC３段階評価に
押印。

演奏レベルに応じたABC３段階評価（表８）

　レパートリー・スタンプ評価シートは，課題曲を順
次進め熟していくことで，読譜スキル，演奏テクニッ
ク，コード（和音記号）が習得できる教則本形式と
なっている。スタンプ評価シートを活用することで学
生の学習進度，習熟度，評価が自身で確認できるため
学生のモチベーションの向上を意図した。

ピアノ弾き歌いレパートリー・スタンプ評価シート（図３）

３．コード伴奏楽譜と楽典ワークシート

　教材の楽譜を制作するにあたり，経験者，未経験者
に関わらず，読譜しやすいと感じる楽譜サイズのアン
ケート調査を実施。アンケート調査からは92.4％が拡
大された大きいサイズが読譜にストレスを感じないと
回答。標準バイエルピアノ教則本を基準として，五線
を180％拡大して制作。

コード伴奏楽譜と楽典ワークシート（図４）

　掲載全曲にピアノ基礎テクニックを習得できるよう
指使いを完全網羅。無理なく，正しい手の形で演奏で
きるよう指使いは特に配慮して指導を行う。
　また，読譜スキル向上のための楽典ワークシートを
全曲に付録。模擬保育，保育実習，教育実習を想定し
た，ピアノで演奏する手遊び，歌遊びワークシートを
作成。
　ピアノ学習と併せて実際の保育実習を想定したピア
ノ学習内容となっている。

４．基礎練習教材

　コード伴奏の応用として，分散和音の伴奏にも適応
できるようコード譜以外に基礎練習課題として，初
級，中級，上級とレベル別に課題を作成。（図５）

ピアノ基礎練習教材（図５）
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　コード伴奏のほかに左手コード伴奏に分散和音等の
応用ができるよう，両手をバランスよく練習するため
の課題として，バイエルピアノ教則本よりNo.44，48，
58，86，103を選曲，コード伴奏も可能な楽譜として
編集している（図６）。

バイエルNo.44，103（図６）

５．コード（指使い，ポジション）一覧表

　コードについては，転回形和音を使用しているた
め，課題曲によって調性が異なった場合も，同様の
コード伴奏を使用することでコード楽譜によるコード
伴奏の定着化を図る。
　本書で使用する18種類のコード一覧表を付録（図７）。

６．本書で使用する音楽記号，音楽用語一覧

　基礎的な音楽記号，音楽用語の他に，読譜の学習に
欠かせないリズムソルフェージュのためのリズム読み
方の定義を一覧表にしている（図８）。

Ⅵ．授業の進め方

　授業の進め方（指導法）については各回統一するこ
とで読譜手順の定着化を図る（表９）。

コード一覧表（図７）

音楽記号，音楽用語一覧表（図８）

グループレッスン指導内容（表９）
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Ⅶ．教材の効果と結果

　授業実践結果から見る開発教材の有効性について，
器楽演習Ⅰ単位取得率100％（表７），音楽理論科目に
よる定期試験（表２）音符・休符98％，リズムの読み
方98％，コード100％の正答率から読譜に関する理解
と基礎力が習得できたことが考えられる。音楽理論と
読譜スキルの理解度に関する調査結果（表１）よりリ
ズムの読み方を理解すれば楽譜が読めることがわかっ
た70％の結果から読譜力の習得がピアノ学習を向上さ
せるということが考えられる。
　教材の有効性については，96％（表３）がコード楽
譜で演奏できると回答，また，90％（表５）が本教材
を学びやすいと回答していることから，初心者でも学
びやすく，読譜スキル及びピアノ弾き歌い技術習得が
15回の授業を通して可能であり，保育者養成ピアノ教
材として効果あることが明らかである。
　共同学習を取り入れたグループレッスンを行うこと
により，時間を有効活用でき模擬保育や発声練習，ソ
ルフェージュ，歌唱表現指導など音楽基礎力の向上へ
と繋がった。一人ひとりをきめ細やかに指導できない
デメリットは否めないが，個人レッスンの限られた時
間では，指導に及ばなかった読譜スキル向上のための
学習がピアノ学習を円滑にし，限られた時間の中でも
数多くの課題曲に取り組むことが可能となり，コード
伴奏の応用力の習得に繋がったと考えられる。
　これまで個人レッスンを主とした授業を行っていた
際は，楽譜が読めず，教員が演奏した動画を録画した
り，Webより，YouTube動画等を頼りに練習したり
する学生も多く見受けられたが，グループレッスンに
より読譜スキルを習得したことで，動画等に頼る学生
は見られなくなった。
　読譜スキルが身に付いたことで，予習，復習を行っ

てくる学習者が以前より増えたことも単位取得率に繋
がったと考えられる。
　前述の授業の進め方を授業15回で統一することに
より，授業回数及び課題曲を順次習得していくこと
で，コードネームによるコード伴奏の習得，読譜力の
定着が見られ，コード譜によるコード伴奏の徹底と
楽典ワークシートの学習により読譜力が向上したこと
がわかる。また，点数制のレパートリー・スタンプ評
価シートを活用したことで，学習進捗状況が明確なた
め，ピアノ学習のモチベーションに繋がったことか
ら，本教材が有効で効果的であることが明らかとなっ
た。
　本研究結果を経て，保育者養成のためのピアノ弾き
歌い教材として2020年５月に出版を予定している。
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被験者となる学生より研究に関わるデータ使用，画像
等の掲載許諾済
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